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は
じ
め
に

1
．「
日
本
精
神
」
と
は

昭
和
戦
前
期
か
ら
戦
中
に
か
け
て
流
行
し
た
語
に
「
日
本
精
神
」
が
あ
る
。
田
中
康
二
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
一
年
の
満
洲

事
変
以
後
、「
日
本
精
神
」
に
関
す
る
文
献
は
増
加
し
、
一
九
三
三
年
に
は
著
書
・
論
文
と
も
に
刊
行
数
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
）
1
（

。

一
九
三
四
年
五
月
の
『
思
想
』
で
は
「
日
本
精
神
」
に
関
す
る
特
集
が
組
ま
れ
、
巻
頭
論
文
「
日
本
精
神
に
つ
い
て
」
を
寄
せ
た
津

田
左
右
吉
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
精
神
」
と
い
う
語
が
何
時
か
ら
世
に
現
わ
れ
た
の
か
、
確
か
に
は
知
ら
ぬ
が
、
そ
れ
が
ひ
ど
く
流
行
し
た
の
は
最
近
の

こ
と
の
よ
う
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
非
常
時
」
の
声
に
伴
っ
て
急
激
に
弘
ま
っ
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
）
2
（

。

戦
争
の
気
配
を
帯
び
つ
つ
あ
る
「
非
常
時
」
の
な
か
で
、「
日
本
精
神
」
は
「
流
行
」
し
て
い
っ
た
。
こ
の
語
は
、
単
に
日
本
の

特
色
を
穏
や
か
に
言
い
表
す
も
の
で
は
な
く
、
国
家
と
国
民
の
結
合
を
支
え
る
言
葉
と
し
て
機
能
し
た
。
自
由
主
義
や
社
会
主
義
を

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
「
日
本
精
神
」

│
安
岡
正
篤
・
和
辻
哲
郎
・
大
川
周
明
・
平
泉
澄
の
比
較

│
水
　
野
　
雄
　
司
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外
来
思
想
と
し
て
排
撃
し
、
国
家
へ
の
忠
誠
を
形
成
す
る
う
え
で
、
大
き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
津
田
は
同
じ
論
文
で
、

こ
の
語
に
「
一
種
の
重
苦
し
い
抑
圧
的
の
ひ
び
き
」
さ
え
感
じ
る
と
記
し
、
ま
た
和
辻
哲
郎
も
、
昭
和
九
年
に
発
表
し
た
論
考
に
お

い
て
、「
日
本
精
神
と
い
ふ
言
葉
は
右
翼
的
、
反
動
的
、
保
守
的
と
い
ふ
や
う
な
標
識
を
持
つ
た
も
の
）
3
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

実
際
に
、
こ
の
「
日
本
精
神
」
の
普
及
は
、
時
の
政
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
国
民
精

神
文
化
研
究
所
と
文
部
省
思
想
局
で
あ
る
。
国
民
精
神
文
化
研
究
所
は
、
一
九
三
二
年
に
文
部
省
の
研
究
・
研
修
機
関
と
し
て
設
立

さ
れ
、
毎
年
、
師
範
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
な
ど
の
教
員
を
研
究
員
と
し
て
受
け
入
れ
、
再
研
修
を
通
じ
て
精
神
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
さ
せ
、
そ
れ
を
全
国
の
学
校
教
育
に
反
映
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
思
想
局
は
、
文
部
省
内
部
に

お
い
て
思
想
問
題
の
調
査
と
思
想
指
導
を
担
当
し
た
部
局
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、「
日
本
精
神
」
を
い
か
に
整
理
し
標
準
化
す
る

か
に
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
一
九
三
五
年
の
『
日
本
精
神
論
の
調
査
）
4
（

』
が
作
成
さ
れ
た
。
急
速
に
広
が
っ
た
「
日
本
精
神
」
を

め
ぐ
る
言
説
を
、
行
政
の
側
か
ら
調
査
・
整
理
し
た
資
料
で
あ
る
。

本
書
は
前
篇
と
後
篇
か
ら
成
り
、
前
篇
は
日
本
精
神
論
そ
の
も
の
を
整
理
し
、
そ
の
主
要
な
型
を
示
す
総
論
に
あ
た
る
。
序
で
は
、

「
日
本
精
神
」
と
い
う
語
の
流
行
そ
の
も
の
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
語
が
標
語
と
し
て
力
強

さ
と
新
鮮
さ
を
帯
び
て
広
く
伝
播
し
た
の
は
、
昭
和
六
年
秋
の
満
洲
事
変
以
後
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
内
容
の
上
で
は
「
大
和

魂
」「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」「
国
民
精
神
」「
皇
国
精
神
」「
神
な
が
ら
の
道
」
な
ど
と
著
し
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
比

べ
て
「
日
本
精
神
」
と
い
う
語
が
と
く
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
、
魅
力
を
も
っ
て
流
布
し
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

続
く
章
で
は
、
日
本
精
神
論
が
三
つ
に
類
型
化
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
「
革
新
的
日
本
精
神
論
」
で
あ
り
、
左
翼
思
想
・
運
動
へ

の
対
抗
の
な
か
か
ら
生
じ
、
国
家
の
諸
機
構
を
徹
底
的
に
改
造
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
明
治
以
来
の

西
欧
模
倣
、
資
本
主
義
、
政
党
政
治
に
よ
る
腐
敗
が
問
題
と
さ
れ
、
日
本
精
神
は
そ
の
打
破
と
国
家
改
造
の
原
理
と
し
て
理
解
さ
れ
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る
。
第
二
は
「
理
論
的
日
本
精
神
論
」
で
あ
り
、
明
治
以
来
の
欧
米
思
想
や
文
物
の
流
入
の
な
か
で
見
失
わ
れ
た
日
本
の
精
神
の
本

質
・
特
性
・
淵
源
を
理
論
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
第
三
は
「
実
践
的
日
本
精
神
論
」
で
あ
り
、
前
二
者
の
あ
い
だ

に
立
っ
て
、
急
進
的
改
造
や
抽
象
的
観
念
へ
の
偏
り
を
退
け
、
日
本
人
と
し
て
の
日
々
の
生
活
の
う
ち
に
日
本
精
神
を
実
践
的
に
体

得
し
、
各
自
が
そ
の
立
場
に
応
じ
て
本
務
を
果
た
す
こ
と
を
重
視
す
る
立
場
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。

前
篇
の
結
語
は
、
満
洲
事
変
以
後
の
諸
情
勢
が
「
日
本
精
神
へ
還
れ
」
と
の
叫
び
を
高
め
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
世
に
現
れ
た
多

く
の
日
本
精
神
論
に
は
発
生
の
縁
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
り
、
純
雑
深
浅
の
入
り
混
じ
る
状
況
に
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
現
下
の
急

務
と
し
て
、
一
方
で
は
深
い
体
験
に
基
づ
く
理
論
的
闡
明
を
、
他
方
で
は
国
民
各
自
が
そ
の
境
遇
と
立
場
に
応
じ
て
本
務
に
生
き
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

前
篇
が
総
論
と
し
て
日
本
精
神
論
の
類
型
を
示
す
の
に
対
し
、
後
篇
は
、「
日
本
精
神
」
に
言
及
し
た
五
四
名
を
対
象
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
著
作
や
論
文
を
掲
げ
つ
つ
、
そ
の
所
説
の
要
点
を
摘
記
す
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
論
者
ご
と
に
異
な
る
「
日
本
精
神
」
が

提
示
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
、
日
本
精
神
論
を
一
覧
化
し
た
調
査
資
料
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

2
．
本
稿
の
目
的

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
急
速
な
広
が
り
を
見
せ
た
「
日
本
精
神
」
で
あ
る
が
、
満
洲
事
変
以
前
の
一
九
二
〇
年
代

に
お
い
て
も
、
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
精
神
」
と
い
う
語
が
、
哲
学
・
思
想
の
文
脈
に
お
い
て
一
定
の
重
み
を
帯
び

て
い
た
た
め
、「
大
和
魂
」
の
よ
う
な
旧
来
の
表
現
に
比
し
て
、
よ
り
新
し
い
語
と
し
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
経
た
知
識
人
層

に
も
受
容
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
本
稿
で
は
、
こ
の
一
九
二
〇
年
代
の
「
日
本
精
神
」
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、「
日
本
精
神
」
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と
冠
し
た
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
安
岡
正
篤
『
日
本
精
神
の
研
究
』（
一
九
二
四
年
）
5
（

）、
続
く
和
辻
哲
郎
『
日
本
精
神
史
研
究
』（
一
九

二
六
年
）、
大
川
周
明
『
日
本
精
神
研
究
』（
一
九
二
七
年
）、
平
泉
澄
「
日
本
精
神
発
展
の
段
階
」（
一
九
二
八
年
）
の
四
つ
の
論
考
を

対
象
と
す
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、「
日
本
精
神
」
は
、
の
ち
の
よ
う
に
国
家
的
標
語
と
し
て
一
義
的
に
定
着
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
脈
と
含
意
の
も
と
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
後
年
に

整
理
・
標
準
化
さ
れ
る
以
前
の
、
多
義
的
か
つ
多
様
な
相
貌
を
示
し
て
い
た
段
階
の
「
日
本
精
神
」
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
）
6
（

、
各
人
物
が
何
を
「
日
本
精
神
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
検
討
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
）
7
（

。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
対
象
時
期
を
一
九
二
〇
年
代
に
限
定
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
「
敵
」
と
い

う
視
角
を
提
示
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
敵
」
と
は
、
狭
義
の
政
治
的
敵
対
者
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
人
物
の
議
論
に
お
い

て
個
別
に
危
機
と
し
て
立
ち
現
れ
る
諸
事
象
を
束
ね
、
そ
の
思
索
の
背
後
に
お
い
て
根
本
的
危
機
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
を

指
す
。
本
稿
で
は
、
各
人
物
が
何
を
「
日
本
精
神
」
と
し
て
提
示
し
て
い
る
か
以
上
に
、
何
を
中
心
的
な
「
敵
」
と
見
定
め
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
日
本
精
神
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
敵
」
に
対
す
る
対
抗
原
理
と
し
て
要
請

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
何
が
脅
威
と
し
て
感
知
さ
れ
、
い

か
な
る
自
己
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
歴
史
的
性
格
の
一
端
を
照
ら
し
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

第
一
章

　
安
岡
正
篤
『
日
本
精
神
の
研
究
』（
玄
黄
社
、
一
九
二
四
年
）

1
．
歩
み

安
岡
正
篤
（
一
八
九
八
〜
一
九
八
三
）
は
）
8
（

、
大
阪
府
大
阪
市
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
し
た
思
想
家
・


